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超小型カメラ（IK-M10A）

所 在 地
神奈川県川崎市

株式会社東芝　東芝未来科学館

公開

株式会社東芝

東京芝浦電気株式会社（現：株式会社東芝）

1986年

1986年

世界初の超小型単板式カラービデオカメラである。「親指カメラ」の略
称をもつ。CCDチップをダイレクトにパッケージし、最小限の部品を搭載
することで、直径16.5mmという画期的な大きさにした。これによりカメ
ラの用途が飛躍的に拡大し、これまで撮れなかった数々のシーンが撮影
可能になった。科学番組、スポーツ中継などでこのコンセプトは現在で
も生かされている。

一－ロ（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）
二－ロ（日本経済の発展と国際的地位の向上に一時代を画するような顕

著な貢献のあったもの）


